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功
労
表
彰
式

　

平
成
21
年
度
安
曇
野
市
功
労
表
彰

式
が
1
月
4
日

安
曇
野
ス
イ
ス
村

サ
ン
モ
リ

ツ
（
豊
科
南
穂
高
）
で

行
わ
れ

20
人
と
１
団
体
に
表
彰
状

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た

受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

【
表
彰
状
】
　

林
ヨ
シ
子
（
穂
高
・
30

年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
活
躍
）

【
感
謝
状
】
　

平
林
伊
三
郎
（
穂
高
・

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

受

賞
理
由
は
千
國
氏
ま
で
同
様
）
西

山
馥
司（
三
郷
）
青
木
武
良（
明
科
）

望
月
映
洲
（
豊
科
）
水
谷
嘉
明
（
豊

科
）
西
澤
韶
修
（
三
郷
）
青

圭

二 

（
堀
金
）
等
々
力
等
（
豊
科
）

宮
澤
孝
治
（
三
郷
）
栗
原
定
美
（
穂

高
）
浅
川
保
門 

（
穂
高
）
高
山
喬

樹
（
三
郷
）
本
郷
敏
行
（
穂
高
）

草
深
温（
豊
科
）
青

吉
宏（
穂
高
）

藤
森
康
友（
豊
科
）
横
山
実（
穂
高
）

千
國
倖
嗣
（
三
郷
）
小
林
正
樹
（
長

野
市
・
田
淵
行
男
記
念
館
事
業
に
貢

献

多
額
の
寄
贈
）
株
式
会
社
ち

く
ま
精
機
（
明
科
・
信
州
安
曇
野
薪

能
に
長
年
協
賛
）

新
年
祝
賀
会

　

功
労
表
彰
式
終
了
後

同
施
設
で

新
年
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た

初

開
催
と
な

た
今
回
は

約
３
５
０

人
が
参
加

皆
さ
ん
と
と
も
に
新
し

い
年
を
祝
い
ま
し
た

宮
澤
市
長
は

「
希
望
が
持
て
る
１
年
と
な
る
よ
う

に

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
を
貸

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者
に

呼
び
掛
け
ま
し
た

　

平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

5
年
間
に
お
け
る
行
財
政
改
革
の
指

針
と
な
る
「
第
２
次
行
財
政
改
革
大

綱
」の
策
定
に
向
け
市
は
行
政
改
革

推
進
委
員
会
に
諮
問
を
行
い
ま
し
た

　

市
は

平
成
18
年
に
第
1
次
大
綱

と
そ
れ
に
伴
う
具
体
的
な
達
成
目
標

を
掲
げ
た「
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定

21
年
度
は
42
項
目
を
目
標

に

指
定
管
理
者
制
度
や
広
告
事
業

の
導
入
な
ど
36
項
目
を
実
施
し
て
き

ま
し
た

本
年
度
は
第
1
次
の
最
終

年
度
で
す
が

行
政
組
織
の
一
層
の

簡
素
化
・
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら

第
2
次
大
綱
の
策
定

を
目
指
し
同
委
員
会
へ
意
見
を
求
め

ま
し
た

　

11
月
27
日

同
委
員
会
の
白
澤
亀

内
会
長
に
諮
問
書
を
手
渡
し
た
宮
澤

市
長
は
「
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
市
民
の
目
で
ご

意
見
を
頂
き
た
い
」
と
期
待
を
述
べ

ま
し
た

　

市
の
消
防
委
員
会
（
宮
下
勝
委
員

長
）
は
12
月
21
日

市
消
防
団
の
組

織
の
見
直
し
な
ど
を
ま
と
め
た
答
申

を
宮
澤
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た

　

今
回
の
答
申
は

昨
年
１
月
に
受

け
た
7
項
目
の
諮
問
の
う
ち

3
項

目
に
応
じ
た
も
の
で
す
そ
の
内
容

は
方
面
隊
長
制
度
の
廃
止
と
当
番

分
団
長
（
仮
称
）の
新
設
本
部
体
制

の
充
実

団
員
の
退
団
年
齢
の
引
き

上
げ
な
ど
で
す

　

こ
の
う
ち

退
団
年
齢
に
つ
い
て

は

お
お
む
ね
40
歳
が
妥
当
と
提
言

し
て
い
ま
す
こ
れ
は
団
員
不
足
の

一
時
的
な
解
消
分
団
長
の
年
齢
の
統

一
な
ど
を
狙
い
と
す
る
も
の
で
す

　

宮
澤
市
長
は

今
回
の
答
申
を
尊

重
す
る
考
え
を
示
し
「
企
業
な
ど

の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た

■
節
目
を
祝
う
　

功
労
表
彰
と
新
年
祝
賀
会

■
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
策
定
に
向
け
諮
問

■
消
防
委
員
会
「
消
防
団
員
の
退
団
年
齢 

お
お
む
ね

歳
」
で
答
申

市民の皆さんとともに新しい年を祝う

20人と１団体の功績をたたえて

諮問書を受け取る白澤亀内（きない）
会長と浅川文彬（ふみよし）副会長

消防団の課題を話し合う
宮澤市長と消防委員
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つながりひろがる
地域づくり事業は・・・４４件

市民活動を支援するために設けられた
「つながりひろがる地域づくり事業補助
金」。本年度は 47件の申請があり、44件
の事業が交付決定となりました。各事業は
次のとおりです。事業内容などの詳細は、
市ホームページをご覧いただくか、お問い合
わせください。

●豊科地域
食の伝統文化こども教室、「地区公園を整
備し世代間を越えた交流の場を構
築する事業、よしのひよっこ親子
のおうち、親子で楽しむ「縄文
探検隊」、いきいき学ぶ本村パソ
コンクラブ、ふれあい農場 , づく
出せパートⅡ、おらとこの秘蔵写
真、菊花づくりで輪を広げる会、
地域の伝統文化である祭囃子の存
続と次世代への継承、親子いきい
き交流事業、健康な心と体を育む
食育講座、第３回MUSIC FESTIVAL IN 
AZUMINO"、てらどこふれあい文庫、器
の彩り心に潤い、安曇野文化塾、歩いてふ
れあい健康づくり

●穂高地域
地域環境整備事業、清沢洌展事業、豊里菜
の花プロジェクト事業、太鼓の演奏活動事
業、塚原おはやし保存事業、環境等啓発事業

●三郷地域
安曇誕生の系譜を探る会、七日市場の歴史
を学ぶ、みさと手づくりパンの会、農業体
験地域イベントの企画運営事業、ポケット
パークづくり、地域での子育て支援、安曇
野まほらランタン「灯火に願いを」、介護
技術研修会

●堀金地域
臼井吉見文学館友の会、千葉県東金市との
交流、おはなしつむぎいと、仲間を増やそ
うドンコンドン、ヒメギフ蝶の育成と定着
を目的とする事業、ふれあい花壇造成事業、
エコプランターによるガーデニング事業

●明科地域
天神原を「花水木・花桃」の咲く里造り、
HOHOほーたる来いコンサート、我が家
の味”大集合”、和裁学習、潮沢廃線敷に
関する資料を収集しよう事業、心も体も活
き活き　ヨサコイソーラン事業

各総合支所地域支援課、または企画財政
部まちづくり推進課
（471・2000 671・5000）


